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要旨 
 鈴鹿大学における「モータースポーツマネジメント」の一連の取り組みは、「地域に
必要とされる大学」という本学の教学改革に基づくほか、モータースポーツ都市宣言を
掲げた鈴鹿市を取り巻く社会情勢に対応するべく、地域に密着した教育研究活動として
推進されている。本稿は次の観点より観光ビジネス領域から捉える「モータースポーツ
マネジメント」について新たな問題提起を企てたものである。具体的に、鈴鹿サーキッ
トでの観光業実習の実態、市民団体活動の紹介、「モータースポーツマネジメント」の
講義概要、モータースポーツを活かした観光振興のあり方に対する現状分析などを踏ま
えて論述した。 
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はじめに 
 本稿は、モータースポーツを取り入れた高等教育機関の教育研究活動について、鈴鹿大学にお
ける実践的な取り組みを紹介しつつ、教学の魅力向上という位置づけに当科目の果たす役割及び
その課題を整理したものである。そこで一つ断っておく。学際的な視点から形成された観光研究
に立脚し、モータースポーツマネジメントについて試論していることは、さらに荊棘の道に立ち
向かう事に違いない。しかしそこに一つ前提がある。モータースポーツマネジメント科目での学
究は、今後、地域社会に住まう住民の暮らしにも資するような”地元の学”として根ざしていか
なければならない。そのため本稿は、本学観光ビジネス領域教員をはじめ、本学所在地・鈴鹿市
の各界より派遣された実務家一人ひとりから頂戴した講義概要や知見を整理し、検討を行ってい
きたい。 
 
１．地域に根ざした鈴鹿大学の教育改革 
(1)新生・鈴鹿大学と「モータースポーツマネジメント」科目の創設に至るまでの過程 
鈴鹿大学は、2015 年 4 月 1 日より旧鈴鹿国際大学から校名変更を行い、「地域に必要とされる
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大学」を目的に、教学改革をスタートさせることになった。それは、大学が立地する周辺の地域
社会の課題を解決する〝知(地)の拠点″として新生・鈴鹿大学がスタートしたことを意味する。 
 その象徴的な授業科目として、新たに「鈴鹿学」(2014年度より開講)と「モータースポーツマ
ネジメント」(2015年度より開講)を開設した。これは「国際」と「地域」の関係性が深まってい
る経済・社会活動を背景に、本学では、鈴鹿から世界へ（「鈴鹿学」）、世界から鈴鹿へ（「モーター
スポーツマネジメント」）を合言葉に、国際的な視点に立って地域の諸問題を理解し、解決するた
めの基礎体力を習得することを狙っている。 
 特に「モータースポーツマネジメント」については、既述のとおり鈴鹿市が誇る唯一の世界的
な観光資源であり、F1日本グランプリや 8時間耐久レースに関しては毎年多くの観光客が来訪さ
れることから、「支えるスポーツ」として学生や教職員が授業や課外活動を通じて社会に貢献する
必要性が求められている。 
 その一例として観光ビジネス領域が「観光業実習(国内研修)」(2 単位：集中講義)の一環とし
て鈴鹿サーキット（株式会社モビリティランド）の助力を得て「観光業講座」を開講した。2014
年度は 7 名、2015 年度は 14 名の参加者があり、学生は本学での説明会、選考、鈴鹿サーキット
での採用面接を経て、90時間の実習(業務体験)を行う。特定の職務で働く学生もいれば、ローテー
ションで多様な業務を体験する学生もいる。 
鈴鹿サーキットは、主に 4つの事業(モータースポーツ、リゾート(ホテル、温泉)、モートピア
(遊園地)、交通安全)で運営されており、学生は興味・関心に応じて自分の職務を話し合いの上で
選択することができる。学生は平日では授業がはじまる前、もしくは終了後の空いた時間を利用
して実習を受け、休日では終日受ける場合もある。 
 実習は単にアルバイトとは異なり、事前に「顧客満足研修」や定期的に「観光業講座」が開催
され、鈴鹿サーキットの歴史、事業内容、将来性について議論を深めたり、施設見学、実際のレー
スの観戦が行われたりもする。特にモータースポーツファンの学生が参加すれば、非常に魅力的
なプログラムである。 
 本年度からは観光業実習(国内研修)に加えて、モータースポーツ基礎知識を理解するための
「モータースポーツマネジメント」の科目を開設、同時に鈴鹿商工会議所の助力を得て「モーター
スポーツマネジメント部」を創部し、モータースポーツについてより多面的な視点から学習でき
るよう教学改革を進めているところである。 
 
 
 
 
 
 
 
図１ サーキットの施設見学の様子
（観光業実習） 
図２ レースの様子も観戦 
（観光業実習） 
(2)地域のモータースポーツに対する取り組み 
三重県鈴鹿市は、2004年に「モータースポーツ都市宣言」が行われ、2014年に商工観光課内(現
在は、地域資源活用課)に「観光・モータースポーツ振興グループ」が開設され、モータースポー
ツに関するさまざまな事業を市、商工会議所、観光協会等をはじめ、地域全体で取り組んでいる。
例えばモータースポーツ都市宣言 10 周年を機に「初心者のためのモータースポーツおもしろ体
験・講座」(2輪 30人、4輪 30人)が開講されたり、県外で PRイベントを開催したり、鈴鹿市が
主体となってモータースポーツをはじめとする鈴鹿市の観光資源を内外に発信できるきっかけが
増えた。 
 
2008年には「F1日本グランプリ地域活性化協議会」が立ち上がり、国土交通省、県、周辺市町、
警察署、鉄道、宿泊業をはじめとする観光事業者が連携して、F1の来訪客に対して快適な観戦環
境を提供できるよう、現在では「環境整備部会：交通渋滞、公共交通アクセスの確保、駐車場の
確保、車両の分散（推奨ルートの選定、発信）等」と「おもてなし部会：F1映画祭、絵画コンテ
スト、通訳ボランティアやインフォメーションブースの設置、のぼり・横断幕の設置等」に取り
組んでいる。 
 F1日本グランプリに関していえば、1987年の第 1回開催以来、2015年で 27回目の開催となっ
ているが(2007 年、2008 年は富士スピードウェイで開催)、過去最高の観戦者数を記録した 2006
年の 36万 1,000人から徐々に減少しつつあり、特に住民のモータースポーツに対する関心を高め、
参加を促すことが大きな課題となっている。 
 
 
 
 
図３ 鈴鹿市の発信するモータースポーツ事業 
表１ 最近 5年間の鈴鹿サーキット入込客数と F1及び 8時間耐久レース観戦者数推移 
開催年度 
鈴鹿サーキット 
入込客数 
F1日本グランプリ 鈴鹿 8時間耐久ロードレース 
3日間の入込
客数 
決勝日の入込
客数 
3日間の入込
客数 
決勝日の入込
客数 
2015年 - 165,000人 81,000人 112,000人 68,000人 
2014年 1,973千人 150,000人 72,000人 102,000人 62,000人 
2013年 1969千人 171,000人 86,000人 100,000人 61,000人 
2012年 1986千人 208,000人 103,000人 96,000人 57,000人 
2011年 1840千人 199,000人 102,000人 97,000人 55,500人 
〔出典〕『鈴鹿市観光振興方針』（鈴鹿市）2016年 3月ｐ.9 
 
 今後、モータースポーツに対する内外の関心を高めてもらうためには、第 1 にモータースポー
ツの市民啓発活動が必要になる。例えば鈴鹿サーキットの玄関口のひとつといわれる近鉄白子駅
西口ロータリーに 2013年 12月チェッカーフラッグをあしらったモニュメントを設置したり、歴
代 F1日本グランプリの優勝者を記した碑や、地元高校生のデザインによるモニュメントを設置し
たりと新たなランドマークを設置することによって、市民のモータースポーツに対する関心を高
めることを狙っている。 
 この他にも鈴鹿商工会議所青年部が中心となってチェッカーフラッグをモチーフにしたステッ
カーやピンバッジを商品開発したり、特定非営利活動法人モータースポーツ友の会による小学校
への出前授業、地元選手の壮行会、既述の初心者のためのモータースポーツおもしろ体験・講座
の支援等に取り組んでいる市民団体もある。また「鈴鹿市民オフィシャル制度」を設けてレース
開催時の支援スタッフの育成にも努めている。このように、さまざまな企業、組織団体がモーター
スポーツの普及、市民啓発活動に関わっており、大学との連携のあり方を考える時にきていると
いえよう。 
 
２．「モータースポーツマネジメント」科目の実践 
(1)科目の総説 
従来、モータースポーツへの着眼点は「自動車競技」や「オートバイ競技」などにおいて展開
されたスポーツ・イベントの勝負事が殆どである。そこにおいて、スポーツ・マネジメントの観
点から、マシンを使用した競技活動の開催及び運営について特化した調査・研究が成り立つとい
える。 
一方、モータースポーツをテーマとしたイベントのことであるから、そう言った非日常性を支
える開催地の日常性は、往々にして見逃されてしまう傾向にある。もとより、ファンといい、来
訪者といい、観光客といい、開催地の日常性の構造について、そもそも関心外だったかもしれな
い。だからといって、マシンの開発や技術革新、開催地のインフラ整備、そして、そこに住まう
住民の理解とサポートといった地域ぐるみの協働の結果は、来訪者満足度の向上に関連しないこ
とはないだろう。ここにもう一つ、地域社会の発展を総合的に捉えて考察する手がかりとして、
観光学の視点がある。 
加えて、本学所在地・鈴鹿市には、戦後、わが国の地域社会発展とともに歩んできた日本初の
本格的サーキットを本田技研工業より 1962年に設立された。そのような経緯を含めて地の利を生
かし、鈴鹿大学を拠点とする地縁と知縁のネットワークの構築を試みながら、語られる「モーター
スポーツマネジメント」講義を実践している。 
初年度の講義目的は次のように考案した。受講生たちは、鈴鹿サーキット、行政、商工会議所、
民間団体の有識者や実務家たちから現場の実務を学び、本学スポーツビジネス及び観光ビジネス
講師陣の協働のもとで、モータースポーツに関わる基礎知識と活用事例を習得していく。言い換
えれば、本格的な走行に参加するのではなく、競技活動、モータースポーツ・イベントそのもの
を支える地域社会の構造について学習することに重点を置いた。 
(2)講義の構成と概要 
15回にわたる本講義のシラバスと担当者は表２のようにまとめた。初回のオリエンテーション
と最終回の総括を抜きにして、ゲストスピーカー4回、スポーツ領域３回、観光領域 6回という
分担のもとで講義を実施した。また、最終回においては、本学大学院生・学生による自主研究の
報告があった。 
全受講者数は、14名（男 9名、女 5名。日本人学生 7名、留学生 7名）である。 
表２ 講義の構成と概要 
回 テーマ及び概要 担当者 所属 
１ 
オリエンテーション 
（授業の進め方、自己紹介、成績評価の説明） 
郭 育仁 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
２ 
本田宗一郎と鈴鹿市―本田技研工業鈴鹿製作
所と鈴鹿サーキットと市民― 
（創業者の思いと鈴鹿市の歩みについて学ぶ） 
冨本 真理子 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
３ 
鈴鹿市におけるモータースポーツの振興とま
ちづくりへの展開 
（（鈴鹿市が取り組んできたモータースポーツ
振興の歩みとまちづくりのための条件につい
て考える） 
村瀬 慶紀 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
４ 
”モータースポーツの聖地”鈴鹿―日本のオン
リー・ワンとナンバー・ワン― 
（モータースポーツの町・鈴鹿について学び直
す） 
冨本 真理子 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
５ 
モータースポーツの面白さ―その多様性と企
業の経営戦略― 
（スポーツマネジメントの視点から捉える
モータースポーツ） 
市野 聖治 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
６ 
ドライバーの能力―技術、体力、精神力― 
（選手の養成と試合について考える） 
田中 利佳 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
７ 
「観る」「行う」「支える」からみたモーター
スポーツ事業 
（モータースポーツ事業の多面性について） 
市野 聖治 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
８ 
世界三大レースと鈴鹿F1日本グランプリの比
較―開催都市、大会歴史、観戦ツアーほか― 
（世界の流れの中で日本の位置づけを認識す
る） 
冨本 真理子 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
９ 
観光資源としてのモータースポーツと観光協
会の取り組み 
（鈴鹿市観光協会のモータースポーツに果た
す役割について） 
古谷 洋人 
一般社団法人 
鈴鹿市観光協会 
10 
鈴鹿市における観光とモータースポーツの取
り組み 
（地方自治体の取り組みとモータースポーツ
政策について） 
小野 秀哉 
鈴鹿市地域資源活用課 
観光・モータースポー
ツ振興 GL 
11 
モータースポーツ・マネジメントからみた社会
貢献 
（地域社会との接点からの考察） 
高嶋 重次 
鈴鹿大学 
国際人間科学部 
非常勤講師 
12 
F1と鈴鹿サーキット―国際展開を視野に入れ
て― 
（F1開催の実際と運営態勢について） 
鈴木 宏明 
(株)モビリティランド 
鈴鹿サーキット  
モータースポーツ部 
GP-OFFICE 
13 
市民が育てる観光資源・モータースポーツ―地
域資源を活かし、繋ぐということ― 
（モータースポーツが地域活動の資源として
利活用され、地域創生のあり方を学ぶ） 
郭 育仁 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
14 
鈴鹿商工会議所青年部の取り組みについて 
（バイクであいたいパレードの活動経緯など） 
加藤 晋 
山本 直人 
鈴鹿商工会議所青年部 
15 総括（自主研究発表） 
郭 育仁 
乾 基久 
（院生） 
田中 秀 
（学部生） 
 
鈴鹿大学 
国際人間科学部  
 
（2016年度シラバスをもとに作成。講師肩書及び敬称を省略） 
  
シラバスの構成から読み取れるように、観光研究や実務の立場から語る講義内容のウェートが
高く、開講初年度の特徴となっている。その理由の一つは、「モータースポーツ」と「観光」をキー
ワードとした学外の産官学連携業務の性格と深く関わっているからである。一方、スポーツ・イ
ベントとしてのモータースポーツについては、そのレース種類や数に応じるほど踏み込んだ講義
内容が少ないと言わざるを得ない。場合によって、「モータースポーツ」というものは理解しがた
いものとなってしまい、それを地域が多くの観光収入を得るための手段（薄っぺらの観光資源論）
という側面しか認識されない危険性ですら存在する。 
従って、各回講義内容に関しては基本的に担当者の意思と講義スタイルを最大限に尊重するが、
担当者とともに構成を考案する際に、モータースポーツに関わるそれぞれ担当者のリアタイムの
ヒストリーを少し入れていただくように進言した。なぜなら、「モータースポーツ」という横文字
を並べても伝わらない地域の暮らしがあると考えたからである。その地域の暮らしの中に、「モー
タースポーツ」はどのような位置づけだったのか、それが今日になってどう変容したか、その原
因を受講生一人一人の置かれている立場から歴史を思考するきっかけとなれば、近未来にどのよ
うなアクションがこの地域社会に求められるかが見えてくると考える。 
(3)学生サークルの活動―モータースポーツマネジメントクラブ 
「モータースポーツ」を冠した正課活動のほか、2015年度の後期より、学生サークルを立ち上
げる準備もしてきた。SUZUKA産学官交流会より選手や講師の招聘・派遣、活動提案などといった
多大な支援を受けたもとで、2016年 2月 10日に行われた市長訪問をきっかけに、従来の座学に
よる教育研究活動のみならず、鈴鹿大学若者の感性と自主性からモータースポーツについて取り
組んでいくことを学内外に発信することができた。本稿を執筆している時点では、部活動は回数
を重ねて取り組んできたが、入部希望者が現れながらも、実際の入部には繋がらなかったのであ
る。それについて、主に２点の理由があると推察する。１点目は、「モータースポーツ」という言
葉自体は一般の人びとにはあまりに馴染まないものと考えられる。２点目は、学内で既存のサー
クル活動と競合する場合がある。 
言うまでもなく、部員の数で活動の内容や質を結果づけることはできない。しかし、１点目の
それを通して、「モータースポーツマネジメント」を大学教育のなかのフィールドに取り入れる際
に、この科目が直面する課題として浮き上がったのではないかと考える。また、学内外の各団体
より様々な形でクラブの活動支援と合わせて学生スタッフの要請も相次いたものである。地域に
密着し連携・協働を推進していくにあたって、講義科目の理論形成と実践・実証の学生クラブ活
動は、車の両輪のように当初考案されたのである。科目内容の充実には継続的な努力は避けられ
ない所である一方、実践・実証的活動をより着実に進めていくため、多方面の要請に応える態勢
を全学レベルで見直すことが喫緊の課題となっている。 
 
３．観光ビジネス領域におけるモータースポーツマネジメントの成果と課題 
(1)地域資源としてのモータースポーツに関する知見の整理と考察 
1）鈴鹿サーキットについて 
鈴鹿サーキットは、日本のモータースポーツ文化のメッカであると言われている。鈴鹿サーキッ
トを運営する株式会社モビリティランドのウェブサイトによれば、「日本にモータリゼーションの
波が湧き起こったばかりの頃、オートバイメーカーとして走り始めた本田技研工業株式会社の創
業者である本田 宗一郎の「走り、競う場を提供し、クルマの安全性・性能を追求していく｣、藤
澤 武夫の「エンジンの付いた乗り物を操縦する楽しみを味わえる自動車遊園地をつくり、自動車
環境の発展に寄与していく」という“想い”“夢”を実現していくために、1961年 2月 1日 株式
会社モータースポーツランド（現在の株式会社モビリティランド）が設立」とある。鈴鹿サーキッ
ト設立の理念は、自動車企業としての技術向上の場と自動車を楽しむための場を意図している点
が特徴であり、さらに、運転者の心と運転技術に関わる啓蒙活動や、世界で通用するドライバー
およびライダーの育成もされていることは特筆すべきであろう。 
鈴鹿市産業振興部商業観光課は、2009年の F1再開を契機に「F1経済効果調査報告書」（以下報
告書と表す）をまとめている。そこでは、その経済効果についての評価・分析は、もとより、F1
や鈴鹿サーキットに関する情報、観戦者や市民対象の各種アンケート、現状認識と課題の抽出を
踏まえて、F1を活用した地域振興を実現するための提言をしている。本項では、この報告書から
抜粋する形で地域資源としてのモータースポーツに関する知見の整理を試み、本学の講義科目
「モータースポーツマネジメント」の今後の展開を考察するてがかりとしたい。 
F1は、オリンピックやワールドカップに匹敵する世界的イベントであると言われている。しか
し、オリンピックやワールドカップは、4 年に一度、しかも開催地は毎回異なるが、F1 は、毎年
開催され、同じサーキットで継続的に開催されることが多く、経済効果が定期的・長期的に発生
するなど、ひとくくりではまとめられない点が多い。 
鈴鹿サーキットに関していえば、欧州以外の地域では、1987 年からの F1 日本ＧＰ開催の歴史
と伝統があり、海外での「SUZUKA」の認知度は、都市の相対的規模を考えれば驚くほど高い（同
報告書 p.17）。 
下記の全世界９万３千人のファンが選んだ、F1開催サーキットの人気ランキング（調査年：2005
年）では（同、p.22）、いずれも欧州の歴史あるサーキットが上位を占めている中で、鈴鹿は５位
（欧州以外の地域としては最も高い順位）に入っており、世界的に人気のあるサーキットである
と言えよう。 
表３ 人気のサーキットと回答割合 
１位 モナコ 55％ 
２位 スパ・フランコルシャン（ベルギー） 53％ 
３位 シルバーストン（イギリス） 49％ 
４位 モンツァ（イタリア）43％ 
５位 鈴鹿 38％  
６位 イモラ（イタリア） 35％ 
７位 モントリオール（カナダ） 29％ 
８位 ニュルブルクリンク（ドイツ／ホッケンハイム（同） 共に 27％ 
出典：ＦＩＡの公式プレスリリース（FIA/AMD FORMULA ONE SURVEY 2005 93,000 FANS 
RESPOND (July 7,2005)） 
 
 同報告書では、世界的にみて、常に安定した知名度と人気のため、地域のシティセールスと結
び付けようという積極的な取り組みが行われてこなかったと指摘されている（同 p.17）。すなわ
ち、一企業の経済活動あるいは、イベントとしてみなされていたため、鈴鹿市は、世界的にみれ
ばブランド力がある「F1」「鈴鹿サーキット」という要素から構成される「モータースポーツ」と
いう地域資源を十分に活かしきれなかったということが考えられる。 
2)鈴鹿市のイメージについて 
 一方で、日本国内での鈴鹿市のイメージについても同報告書内で、取り上げられている。これ
は、「『シティプロモーション』に関する調査研究報告書」（インターネットによる「東海地方のイ
メージに関するアンケート調査」）よるものを紹介しており、以下に主なものを挙げる。 
 ◇「○○市」と聞いて連想するもの。 
 →全国調査で 8割以上が特定のイメージを連想できるのは 4都市 
  ・名古屋市：「金のしゃちほこ・名古屋城」95.3% 
  ・鈴鹿市：「モータースポーツのまち（F1，８耐）」94.7％ 
  ・豊田市：「自動車産業」89.0% 
    ・浜松市：「うなぎ」88.0% 
 
◇鈴鹿市についてのイメージ 
表４ 鈴鹿市についてのイメージ 
 全国調査 東海地方調査 
モータースポーツのまち（F1，８耐） 94.7% 90.3% 
自動車産業 23.7% 27.3% 
 
 鈴鹿市の「モータースポーツのまち（F1，８耐）」というイメージは、全国的にみても、名古屋市、
豊田市、浜松市のそれぞれのイメージと同様に強固であり、かつ、鈴鹿市の「モータースポーツの
まち（F1，８耐）」というイメージは、その「自動車産業」というイメージより、はるかに高い。 
3)鈴鹿 F1日本グランプリの経済効果について 
 報告では、2006年の鈴鹿 F1日本グランプリの経済効果は、292億 9400万円とされ、東京マラ
ソン（約 222億円）、2005年阪神タイガース優勝（643億円）、賢島ミズノクラシック（8億 8000
万円）等と比較しており、偶発的な阪神タイガース優勝よりは、劣るものの毎年実施される東京
マラソンや賢島ミズノクラシック（2006～2015）よりは高いことがわかる。 
 また、経済効果の配分に関しては、以下のような結果を算出している。国内の経済波及効果の
うち、三重県、さらに鈴鹿市へ流れた効果は、妥当とみるか否かは、様々な見解が予想される。
また、ここでは、国内への経済効果は、海外からみて妥当なのかどうかも見えてこない。 
 報告書では、「地域住民および地域事業者ともに、F1 は鈴鹿市の知名度向上に役立っていると
いう認識は持っているものの、当事者意識は芽生えていなかったり、自発的に F1にかかわりを持
つ行動を起こしたりするには至らない割合が高い。F1を地域の重要な資源と認識し、大切にしな
ければと思う地域住民および地域事業者が増え、これらが地域に根付けば、F1を盛り立てていく
機運は高まりを見せる。そのために、幅広い層に対して、F1を正しく理解し、F1に興味関心を抱
いてもらえる『草の根運動』の取り組みを実施する必要がある。」（同、p.114）と、結んでいる。 
一方で、「市民の意識は、モータースポーツの振興による地域活性化については満足しているが、
今後の重要度では、モータースポーツと観光振興は重要でないと感じているとの結果がでている」
（『鈴鹿市観光振興方針』（鈴鹿市）2016年 3月ｐ9.）という指摘もある。 
 これから、モータースポーツという地域資源に対する市民や事業者に対する意識は、2009年と
2016年の調査でも、さほど進展しておらず、今後も、持続しての取り組みが必要であることがわ
かる。 
(2)「モータースポーツマネジメント」の課題と展望—観光ビジネス領域の視点から-  
観光庁では、「観るスポーツ」「するスポーツ」「支えるスポーツ」とスポーツ資源を分類して、
これらを最大限に活用し、異なる地域や国の人々の交流を呼び起こし、国内観光振興及びインバ
ウンド拡大の促進を図ろうとしている。具体的には、2011 年 6 月に、「スポーツツーリズム推進
基本方針」をとりまとめ、スポーツとツーリズムの融合によるスポーツツーリズムによって観光
立国日本の実現や、旅行形態の発展を目指している。また、2020年オリンピック・パラリンピッ
ク東京大会を控え、スポーツツーリズムへの関心は高まっている。 
図４ 2006 年 F1グランプリ開催に伴う「経済効果」（全国／三重、愛知、岐阜、その他） 
及び県内市町別の経済効果（粗付加価値額） 
出典：鈴鹿市産業振興部商業観光課『F1経済効果調査報告書』2009年 p.28 
そのような社会的環境を鑑みると、鈴鹿大学を拠点とする地縁と知縁のネットワークの構築を
試みながら、「モータースポーツマネジメント」講義を実践することとなったのは、偶然の産物で
はないことは明らかであり、またこの時流と呼応しながら、今後の発展に期待したいところであ
る。 
鈴鹿市の持つスポーツ資源の活用策としての「モータースポーツマネージメント」は、鈴鹿大
学国際人間科学部の講義科目として、スタートに立ったばかりである。この 15回の講義を通じて、
学外も含めた多彩な講師陣の協力を得て、「モータースポーツと地域社会の発展を総合的に捉える
場」としての機能を歩み始めたのではないかと考える。今後も引き続き、試行錯誤により息の長
い活動を続けるべきである。 
しかし、課題も多い。本講義中に学生や教員を対象に実施したアンケートにおいて、鈴鹿市の
イメージは、以下の通りとなった。サンプル数が 16と極端に少ないという課題があるが、鈴鹿市
内に住んだり、通勤通学したりする回答者にとっては、モータースポーツが生活の中にそれほど
浸透していないことがわかる。特に、本学は、留学生や他府県からの学生も多数所属するにも関
わらず、世界的に認知度があり、日本でも有名な「モータースポーツのまち鈴鹿市」というイメー
ジが 36.6％という数値は、残念であり今後の大きな課題であると考えられる。前章で述べられて
いるように「モータースポーツ」という言葉自体が一般の人びとにはあまりに馴染まないものと
考えられる」という指摘は、鈴鹿大学の学生にも、より顕著に当てはまる。 
 
表５ 鈴鹿市についてのイメージ（本講義中で実施したアンケート）2016年 4月実施 
モータースポーツの盛んなまち 36.6% 
お茶、植木など農業が盛んなまち 20.0% 
ものづくりが盛んなまち 20.0% 
 
端的にいうと、学生にとってそもそもモータースポーツについて知らない、興味がないという
現実がある。そういった現状を解決するには、モータースポーツの基礎からの知識や楽しみ方を
組み込んだ「ファン創造」ともいうべき内容につながる講義も必要であろう。 
また、大学生は、モータースポーツを支える人財として地域から求められているにもかかわら
ず、それに応えられていないのも現実である。イベント規模の大きさに対応できていない。さら
に、F1GP 開催時に、要求されるのは英語運用能力と迅速な対応ができる機動力と判断力である。
また、ファミリー志向の遊園地「モートピア」では、幼児に対応できる能力も求められる。こう
いった多岐にわたる能力をもつ人材発掘に努めることが大学に期待されていることであると感じ
られる。 
ファン創造や地域のスポーツを支える人財育成は、その結果がすぐには得られないため、息の
長い取り組みが必要であり、一部の教員の努力だけでは、達成できないことは明らかで、態勢を
全学レベルで見直すことが喫緊の課題となっている。 
しかし、悲観的な材料ばかりではない。第 14回の担当者である鈴鹿商工会議所青年部の加藤晋
氏、山本直人氏の「鈴鹿商工会議所青年部の取り組みについて（バイクであいたいパレードの活
動経緯など）」では、市民レベルでできる興味深い取り組みについて紹介していただいた。特に
1988年から取り組みが始まった８時間耐久レースの前夜祭イベントに始まり、モータースポーツ
に関連した継続性のある地域経済活性化事業の立案・活動は、市民としてのモータースポーツへ
の関わり方として示唆に富むものである。本学としても、地域の様々な事業から、学ぶべきこと
が多いことを確認できた。 
こういったことから、今年度のような座学に加え、来年度の取り組みとしては、学外に出向い
てモータースポーツに関わる現場に接し、地域の方々から学ぶことも必要ではないかと考える。
学生への認知を高めるため、初年次セミナーにおける入学時のオリエンテーション等の機会に、
鈴鹿サーキット見学を組み入れたり、鈴鹿学、国内研修などの授業との効果的な連携を図ったり
して、学内あげての取り組みをさらに進めていくことが考えられる。 
当科目を支える教員も、国際人間科学部はもとより、2017年度に本学で新設される「こども教
育学部」を含めて関わる必要がある。また、地域でのフィールドワークを中心とした調査研究に、
教員は、力を入れ、学術的な成果をあげることも、「モータースポーツと地域社会の発展を総合的
に捉える場」に関与する大学として責務であろう。 
終わりに 
 本稿の冒頭に触れたように、「モータースポーツマネジメント」を“地元の学”として展開して
いくことがこれから大学の地域社会に果たす役割の一つと記した。そこで本稿の執筆段階では、
前半期講義自体が既に終わっているが、それをテーマとした大学と地域の連携活動がなお続いて
いる。鈴鹿の秋、恒例のビッグイベント―F1GP（鈴鹿市観光協会及びサーキットへの学生スタッ
フの選抜と派遣）、2016 年鈴鹿大学祭に新たに取り入れたトライアルショーとストライダー体験
（鈴鹿商工会議所主催、本学共催）などがそれである。その一つ一つ活動や取り組みを通して、
地域社会と大学の間が様々な関係性によって結ばれ、実績を積み重ねていき、活動の輪を広げて
いくことが期待されている。 
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